
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協
会の交流事業推進につきまして、日頃
から皆様には格別のご理解、ご協力を
いただき心より厚く御礼申し上げます。
2016年度も関係者の皆様方の多くのご
協力をいただき事業推進に努めてまいり
ました。
　私は、2016年７月１日に本協会会長
に就任いたしました。本協会は佐藤貢先
生がカナダから最新の酪農技術の導入、
カナダへの酪農青年の派遣等の交流をと
おして、わが国の酪農発展に貢献するこ
とを目的に設立されました。当協会は佐
藤貢先生のご意志を忘れることなく大切
に受け継ぎ活動し、2018年度は45周年
を迎えることになります。これまでその
時々の社会変化にともない、交流事業の
内容も少しずつ様変わりしてまいりまし
た。現在は酪農学園大学の学生のアルバ
ータ大学への短期派遣、オールズカレッ
ジへの長期派遣、海外農業技術セミナー
の隔年開催、アルバーターニュース発行
を主な事業として実施しております。事
業推進においては、酪農学園、大学エク
ステンションセンター、酪農学園後援会
など、多くの方々に多大なご協力・ご支
援を頂いております。今後とも本会の交
流事業推進にご協力・ご支援を賜ります
ように、心よりお願い申し上げます。

　さて、2016年も各地で自然災害によ
る大きな被害を受けました。４月14日
には熊本地方で大地震が発生し、大きな
被害が発生しました。東海大学阿蘇校舎
でも大きな被害が発生し、同じ農学系の
学生教育に携る一人として深い衝撃と悲
しみを覚えました。また北海道では過去
に経験したことのない台風被害を受けま
した。８月に台風７号、11号、９号が
相次いで上陸し、さらには10号が接近
し大きな被害をもたらしました。集中豪
雨により膨大な土石流の流入と土壌の流
失が発生し、畑地、畜舎等が甚大な被害
を受けました。断水と停電により搾乳や
生乳の出荷ができなかったりするなどの
被害も伝えられ、関係者のみならず多く
の方々が心配されたことと思います。被
害に遭われた皆様に心からお見舞い申し
上げますとともに、一刻も早い復旧と同
様の被害が再び起きないように対策が講
じられることを切に願うところでありま
す。
　2016年度は８月に夏季研修プログラ
ムとして７名をアルバータ大学に４週間
派遣いたしました。派遣生は英語や文化
などを学び、充実した研修を終えて無事
帰国しております。オールズカレッジへ
の派遣は、残念ながら2015年度に続き
希望者がなく派遣することができません

でした。2015年度よりオールズカレッ
ジへの１年間の派遣プログラムを９月開
始に改めましたが、酪農学園大学の学生
にとって前学期終了後に１年間の留学を
スタートさせることは、学事暦の関係上
難しいことが分かりました。今後はオー
ルズカレッジとも相談して、学生にとっ
て留学しやすいプログラムを再検討した
いと考えております。
　2017年度は、アルバータ大学夏季研
修プログラム（４週間）、オールズカレ
ッジ派遣留学（１年間）、大学院生留学
サポートプログラム、海外農業研修サポ
ートプログラムを実施すべく準備を進め
ております（内容の詳細は別掲）。また、
2017年度は海外農業技術セミナーを開
催いたします。今回は、現在乳牛の育種
改良手法として注目され世界各国で取り
組まれております“ゲノミック評価”に
関するセミナーの開催を目指して、講師
の選定および招聘交渉を行っているとこ
ろです。
　当協会は来年45周年を迎えるにあた
り、わが国の酪農の発展に貢献できるよ
うに尽力してまいりたいと考えておりま
すので、今後とも一層のご支援とご協力
を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。

45周年を迎えるにあたって

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　谷山　弘行
（学校法人　酪農学園理事長）
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【略　歴】

髙橋茂理事が宇都宮賞・酪農指導の部を受賞

1949年生まれ。山形県東田川郡庄内町（旧余目町）出身

1971年３月 酪農学園大学酪農学科卒業
1971年４月 同大学家畜繁殖学研究室助手
1973年10月 カナダ　オンタリオ州　インターナショナル

牧場研修
1974年７月 （社）家畜改良事業団勤務
2009年４月 酪農学園大学酪農学科特任教授
2011年３月 同大学農食環境学群循環農学類嘱託教授

2015年９月 2015年北海道ホルスタインナショナルショウ
貢献賞

2017年３月 第49回宇都宮賞・酪農指導の部

　2012年から現在まで本協会の理事を務める髙橋茂先生が、長年の乳牛改良と酪農業界で即戦力となる人材育成の功績が認められ、
第49回宇都宮賞の「酪農指導の部」を受賞しました。３月１日に札幌パークホテルにおいて表彰式が開催され、賞状と副賞が授与さ
れました。� （撮影：酪農学園大学エクステンションセンター　長谷川　みちる）

【受賞歴】

【ご功績の紹介】
　先生は酪農学園大学酪農学科を卒業後、同大学家畜繁殖学研究
室の助手として従事し、半年間、カナダでの牧場研修を通じて酪
農に関する先進的な技術や経営を学ばれました。その後、（社）家
畜改良事業団に奉職し、35年間の長きにわたり乳牛改良や指導業
務に邁進されました。そして、わが国を代表する審査員の一人と
して、北海道ホルスタインナショナルショウや全日本ブラック＆
ホワイトショウ、全国各地の乳牛共進会で審査を行うなど、多く
の酪農家の牛群改良に貢献されました。
　同事業団退職後は母校である酪農学園大学の教壇に立ち、「現場
で即戦力となる人材を育てる」という信念の下、より多くの優秀
な人材を酪農業界に送り出すべく、乳牛改良に関する豊富な知識
と経験に基づいた実学教育・研究活動を実践。とりわけ実地研修
を重要視し、酪農学園フィールド教育研究センター（FEDREC）
での実習のほか、共進会スタッフの経験などを通じ、数多くの学
生に「乳牛の素晴らしさ」や「酪農の楽しさ」を伝えてきました。
また、酪農後継者の学生に対する海外研修派遣にも尽力されてい
ます。こうした現場体験を重視した教育の実践は酪農関係者から
高く評価されており、先生の下で学んだ多くの卒業生が全国各地
の酪農現場で活躍しています。
　さらに、第14回全日本ホルスタイン共進会北海道大会では、先
生の指導の下に出品した牛が大学としては全国初となる名誉賞を
受賞。そのほかにも道内酪農関係団体と大学との包括連携協定に
基づく「乳牛改良講座」の開催で中心的役割を担うなど、教育者
としての指導力を遺憾なく発揮されてきました。今回の受賞は、
こうした優れた「牛づくり・人づくり」の両面にわたる取り組みが、
わが国酪農の基礎を支えるものとして高く評価されました。
【本協会における先生のご功績】
　先生は、2012年に本協会の理事に就任される以前の2010年度
から、2015年度までの海外農業技術セミナー開催において、講師
の選定や招聘交渉に大きく尽力されました。また、第14回全日本
ホルスタイン共進会北海道大会において開催した乳牛改良歴史展
（酪農学園大学第49回酪農公開講座共催）では、高校生を含め、多
くの酪農関係者に乳牛改良の歴史を広める多大な貢献をされました。

ソフィア、コラとともにソフィア、コラとともに
（デーリイマン誌2016年１月号よりデーリイマン社の承諾を得て掲載）（デーリイマン誌2016年１月号よりデーリイマン社の承諾を得て掲載）
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　宇都宮仙太郎翁は酪農を先進地で学ぶた

め、1887（明治20）年に日本人として初

めて渡米し、帰国後は現在の札幌市北３条

西16丁目でホルスタイン２頭から酪農を始

めました。毎朝５時に起きて搾乳を済ませ

ると、５時30分には牛乳缶を背負って牛乳

を売り歩いたそうです。

　翁は日本酪農の父として、牛飼いには３

つの徳があり、「役人に頭を下げなくてもよ

い」「牛にはウソをつかなくてもよい」「牛

乳は人々を健康にする」と提唱しました。

これは“酪農３徳”として今日まで語り継

がれています。そして1968（昭和43）年、

翁の事績を顕彰し、さらに継承されること

を願って同年３月１日に第１回宇都宮賞が

制定されました。

　このたび私は第49回宇都宮賞酪農指導の

部の受賞をすることとなりましたが、くし

くも翁の生涯について紹介された『空
くう

樽
そん

自
じ

鳴
めい

』という本を昨年、翁から４代目に当た

る宇都宮治氏より寄贈されたことには何か

の縁を感じます。

　2017年１月10日、宇都宮仙太郎翁顕彰

会から受賞決定の報を受けたとき、正直な

ところ「こんな私でいいのかな」と思わず

自問してしまいました。同時に周囲の方々

よりお祝いの言葉をいただいたのですが、

いまだに自答できないのが本音です。私は

自分で評するのもなんですが根っからの「牛

好き」で、言い替えれば「牛きち」と称し

ても言い過ぎではないくらい牛が好きな人

間です。牛好きになったのは、高校入学時

に買ってもらった牛との運命的な出会いが

きっかけで、その１頭が私の一生を決めて

しまいました。以来、半世紀にわたってひ

たすら牛に関わる大好きな仕事をしながら、

おまけに給与までいただき、気が付けば２

人の子供たちまで大学を卒業させていただ

きました。その事実に感謝しつつ、これぞ

まさしく“趣味と実益”を兼ねた人生だっ

たと思います。ですから、この賞に値する

特別なことを何かやったのかと問われると

答えようがないわけですが、強いて挙げれ

ば以下の３点が結び付くかと思っています。

これは言ってみれば、酪農家や学生と一緒

に喜びを共有できたことの証です。

北海道の小さな酪農村が
全国区に進出
　道北に小さな酪農集落があります。この

集落では酪農家同士が競い合うと言えば、

せいぜい年１回の共進会ぐらいのものでし

た。それが全国第１位の検定済種雄牛を誕

生させたり、優秀な雌牛を競う遺伝能力評

価でトップ100位の中に30頭もランクイン

させたり…と見事な変貌を遂げ、お互いの

競争心をかき立てて全国区に進出できるよ

うになったのです。

　私からはほんの少し助言をしただけです

が、とてつもない大きな成果を残してくれ

たことに感服しました。そして、酪農家と

共に成果を挙げたことは、この上ない喜び

でした。

２大ショウの審査を行う
　前出の運命的な出会いをした牛・ヤマト

ヒメは、町の共進会で最高位になったこと

がありました。これで私はすっかり共進会

にのめり込んでしまったのですが、自分で

もよく共進会に牛を出品していました。ま

た、共進会の審査も数えきれないほどさせ

ていただきました。

　その中でもやはり極めつけだったのは、

北海道ホルスタインナショナルショウと全

日本ＢＷショウの審査です。両審査ともか

なり緊張しましたが、共進会が始まって１

部が終了しましたらだんだん落ち着いてき

て、後半はむしろ楽しく審査ができたとい

う印象です。このような２大ショウの審査

ができた背景には、私を応援してくれた酪

農家や諸先輩の後押しがあったからこそだ

と感謝しているところです。

ソフィアとの出会い
そして、学生と共に感動
　2015年10月24日は、私にとって決して

忘れてはならない１日となりました。まさ

にこの日は、第14回全日本ホルスタイン共

進会の審査初日。キャップナンバ−204号

牛はソフィアの出品番号でした。審査員が

ソフィアの名前を最初に呼んだときは、酪

農学園大学全共出品プロジェクトチームの

学生や職員と共に「よっしゃ！！」と、第

一関門をクリアしたことに安
あん

堵
ど

しました。

「このまま１位を…」と願って固
かた

唾
ず

を飲んで

見ていると、何とそのまま１位に決定して

しまいました。その瞬間、チーム全員が歓

喜の渦に包まれました。

　抱き合って喜ぶ人、泣いて泣いて涙が止

まらない人、うずくまって立ち上がれない

人。こんなことがあっていいのでしょうか。

大学の牛が全共に出品できたこと自体、初

めての快挙でしたし、しかもそのクラスの

チャンピオンになってしまったのです。こ

のとき、チーム全員でソフィアを一丸となっ

て管理した苦労が報われたこと、一生懸命

尽くしてソフィアが応えてくれたことを一

人一人が実感したと思います。これは大収

穫でした。

　最後に宇都宮仙太郎翁の話に戻します

が、翁は農場で実習する傍ら、ウイスコン

シン大学のヘンリー博士に酪農学を学びま

した。２回目の渡米で翁は、ヘンリー博士

の退官記念講演を聴く機会に恵まれます。

驚いたのはその時、州の農民が大挙して講

演会を聴きに来たそうです。日頃から農民

と大学がいかに緊密な関係にあったかを裏

付けるもので、私は酪農学園の本来目指す

ところはまさにこれではないのかと、目か

ら鱗が落ちた気がしました。

宇都宮賞受賞にあたって
北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　理事　髙橋　　茂

（酪農学園大学　農食環境学群循環農学類教授）
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佐藤貢・雪印乳業─酪農学園・アルバータ大学奨学金
　2016年度は派遣奨学生として７名が選ばれ、集中英

語研修コースに派遣されました。

　出発に先立ち、2016年８月９日（火）に奨学金授与

式が行われ、谷山会長から奨学金と奨学金証明書が授与

されました。

　７名の奨学生は８月26日（金）に日本を出発し、集

中英語授業のほか、動物保護、畜産学、環境保護など専

門分野のアクティビティに参加し、９月23日（金）に

無事帰国しました。

2017年度より、佐藤貢・雪印乳業−酪農学園・アルバータ大学奨学金対象のプログラムに、新たに大学院生留
学サポートプログラムの留学と海外農業研修サポートプログラムが加わることが第44回定期総会にて承認
されました。募集要項は４月に発表の予定です。

【研修レポート】アルバータ大学・短期集中英語研修　（報告書より一部抜粋）

奨学金授与式にて奨学金授与式にて

【大学院生留学サポートプログラム】
　北米地域の協定機関に受け入れを認められた短期留学や研究調査を希望する大学院生１名を対象に、30万円（生活費20万円、
研究費10万円）を支援する。

【海外農業研修サポートプログラム】
　協定機関、受入農家、農業研修を紹介する外部機関を通じ、カナダ国内での農業研修が認められた学生１名を対象に、20万円を
支援する。

酪農学園大学　農食環境学群　食と健康学類２年　　石川　　遥
　私がこのプログラムに参加した理由は、将来青年海外協力隊を目指しておりそのために必要な英語のスキルを
上げたいと思ったからです。カナダの英語はきれいで聞きやすいと聞いたので、初めて留学する場所に最適だと
思い、参加を決めました。
　この研修を通して、最初の１週間は英語や生活に慣れるのが大変でしたが、それ以降は慣れてきて、英語での
会話が楽しくなりました。もっと、英語を話せるようになりたいと思い、これからも英語の勉強を続けたいと思
いました。長期留学もしたいと思いました。

酪農学園大学　農食環境学群　環境共生学類２年　　植村未奈美
　私が今回の短期の留学で自分が成長したと思うことについて、「できるかはわからないけれども、とりあえず
挑戦してみる」ということである。私はあまり英語を話すことができないままカナダへと旅立ったが、実際のと
ころそこまで困らなかった上に、わからないなりにたくさん話すので、自分が英語を話す練習にもなり、たくさ
ん聞く練習もできた。また、もう１つ成長したと思うことは、自分の主張を相手にしっかりとできるようになっ
たことである。小さなことかもしれないが私にとっては非常に大きな成長である。
　今回の留学では勿論嫌だ、不快だと感じることも少なからずあった。しかし、それよりも自分にとって勉強に
なることが非常にたくさんあった。これからに生かせることが多くあり、短い期間ではあったが、カナダへ留学
をすることができて良かった。
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酪農学園大学　農食環境学群　環境共生学類２年　　小林　愛菜
　留学は私にとって高校時代からの夢であり、このプログラムに参加するにあたって、英語のスピーキング・リ
スニングの力を高めること、日本と異なった文化に触れることを目標としました。ホームステイ先での生活、学
校での授業、用意されていたアクティビティを通して、この目標は十分に達成することができました。
　エドモントンでの１か月間は私に、日本にいては得られない英語のスキルアップを与え、日本と全く異なった
文化を教えてくれました。また、日本語が全く通じない国での生活は大きな自信に繋がりました。今回の留学に
よって、私の世界は広がりました。世界にはまだまだ私の知らない場所があります。まだまだ知らない文化があ
ります。私はこれから更に英語の勉強をして、世界中様々な国を訪れたいです。

酪農学園大学　獣医学群 獣医学類２年 　　天野　真衣
　まず初めに私を支えて下さった多くの方々に感謝の気持ちを伝えたいと思います。アルバータ協会、酪農学園
大学とアルバータ大学の皆様、ホストファミリー、共に留学した６人の仲間、家族、その他私の留学に関わった
全ての皆様、本当にありがとうございました。
　留学を終えた今、私が最も強く感じるのは「人生は短い」ということです。私はこの留学で沢山の素敵な出会
いをしました。この留学をしなければ100％会うことはなかった人たちです。私の人生であと何回このような出
会いができるか分かりません。だからこそ私は今までの全ての出会いを大切にしたいと思います。そして、今こ
の瞬間にも世界中で私が知らない場所で知らない人たちが生きています。これからまた今回の留学のような機会
を頂けることがあったら、自分から積極的に行動し知らない世界に飛び込んでいきたいです。

酪農学園大学　獣医学群　獣医学類１年　　関根　美幸
　４週間という短い期間で、日本では考えられないような貴重な体験をたくさんすることができた。私は将来海
外で働くことを視野に入れているので、語学能力上達のために今回のプログラムに参加した。酪農学園大学から
一緒に参加した留学生たちや私のことを娘のように扱ってくれたホストファミリーや教員の方々のおかげで、最
も心温まる４週間を過ごすことができた。今回の研修でカナダ人の温かさだけでなく、私たち日本人の温かさに
も気づくことができた。

酪農学園大学　獣医学群　獣医学類１年　　有井　美怜
　私が今回夏季アルバータ大学研修プログラムに参加した目的は、日本とは異なる自然を感じること、語学力の
向上、多文化に触れ自分の視野を広げることでした。日本では全く違う宗教観や考え方をもつ人と触れ合う機会
が少ないため、海外を訪れてみようという考えにいたりました。
　海外の人たちはどんな年齢になっても様々なことに興味をもって勉強し、自分の意見を積極的に述べていまし
た。この留学のなかで触れた考え方を尊重し良いところは自分のなかにとり入れ、知識や経験を活かしてこれか
らの生活を充実させていこうと思います。

酪農学園大学　獣医学群　獣医学類１年　　間所　千晶
　今回の短期留学はとても有意義なものとなりました。自分の英会話能力にも手ごたえを感じました。カナダに
着いた当初より、確実に英語が話せるようになったと思います。さらに英語が話せるようになりたいと思いまし
た。そして、獣医学の専門科目を、留学して学びたいとより強く思いました。獣医学の専門科目を海外で学ぶた
めに、専門単語も少しずつ英語で覚えるようにしていきたいです。
　また、広大な地と素晴らしい自然、人の温かさに触れることができました。この留学を無事終えることができ、
カナダと日本でお世話になった全ての方に感謝しています。ありがとうございました。
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誠にありがとうございました。
感謝を持ってご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

田守　義博、長井　信之、永谷　芳晴、相澤　　親
泉澤　章彦、加藤　寛治、伊藤　　智、安田　　元
杉本　和彦、青野　芳樹、加藤　源祐、中西　　力
千葉　喜好、金川　幹夫、佐藤　康彦、五十嵐広司
中田　和孝、江口　祐子、木村　英司� （以上19件）

㈳北海道酪農協会
北海道ホルスタイン農業協同組合
㈱町村農場　　雪印メグミルク㈱
雪印種苗㈱　　（公財）酪農学園後援会
学校法人　酪農学園� （以上７件）

2016（平成28）年度会費・寄付金・助成金
� 合計　　1,957,000円　

平成29年３月31日現在

アルバータ州政府在日事務所　研究サポート費　80,000円
ご協力に心より感謝申し上げます。
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役　職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 高橋はるみ 北海道 知事
顧 問 土屋　俊亮 北海道 農政部長
会 長 新 谷山　弘行 学校法人酪農学園 理事長　※1

副 会 長
新 久保　　孝 雪印種苗株式会社 常務取締役　※2
新 町村　　均 株式会社町村農場 代表取締役
佐藤　　泉 学校法人酪農学園 監事

常任理事 髙橋　俊彦 酪農学園大学　エクステンションセンター 所長

理 事

池浦　靖夫 雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所所長
新 山口　哲朗 北海道ホルスタイン農業協同組合 代表理事　組合長　※3
山本　　隆 日本酪農青年研究連盟 委員長
菅沼　英二 酪農学園大学 名誉教授
安宅　一夫 酪農学園大学 名誉教授
仙北富志和 学校法人酪農学園 学園長

新 近　　雅宣 学校法人酪農学園 常務理事　※4
竹花　一成 酪農学園大学 学長
髙橋　　茂 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 教授
樋口　豪紀 酪農学園大学　エクステンションセンター 次長（国際交流）

監 事
永田　　享 酪農学園後援会 常務理事
米山　　洋 雪印種苗株式会社 財務課長

参 与

倉田　幹也 雪印メグミルク株式会社 北海道副本部長
小山　久一 酪農学園大学同窓会校友会 会長
堀内　信良 酪農学園大学短期大学部同窓会 会長
荒木　和秋 酪農学園大学　農食環境学群 学群長
北澤多喜雄 酪農学園大学　獣医学群 学群長（獣医保健看護学類長兼務）
髙橋　圭二 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 学類長
竹田　保之 酪農学園大学　農食環境学群食と健康学類 学類長
吉田　剛司 酪農学園大学　農食環境学群環境共生学類 学類長
及川　　伸 酪農学園大学　獣医学群獣医学類 学類長

事務局長 堂地　　修 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 教授

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　2016年度役員（2016年７月１日現在）

第44回定期総会の開催
　2016年６月29日（水）に、酪農
学園本館において第44回定期総会
（2016年度）を開催し、会員、関係
者ら28名の方々にご出席いただき
ました。定期総会では麻田会長が挨
拶を述べ、次いで北海道農政部農政
課政策調整担当課長　成田裕幸様か
ら来賓のご挨拶を頂いた後、以下の議案がそれぞれ承認されました。
　第１号議案　2015（平成27）年度事業報告ならびに収支決算報告について
　第２号議案　2016（平成28）年度事業計画ならびに収支予算案について
　第３号議案　任期満了にともなう役員の改選について

　定期総会に引き続き、派遣研修生報告会を行い、2015年度アルバータ大学夏
季研修プログラム（佐藤貢・雪印乳業−酪農学園・アルバータ大学奨学金）に
参加した増田小弓さん（酪農学園大学農食環境学群環境共生学類２年）と向出
有毅さん（同大学獣医学群獣医学類４年）が４週間の留学体験を報告しました。

※１　退任　会長　学校法人酪農学園　前理事長　麻田　信二
※２　退任　副会長　雪印種苗株式会社　前取締役会長　川成　眞美
※３　退任　理事　北海道ホルスタイン農業協同組合　前代表理事組合長　北　　良治
※４　退任　理事　学校法人酪農学園　前常務理事　福山　二仁

お く や み
2007 年度から 2010 年度まで当協会の理事としてご尽力を賜りました日下雅順殿
が、2017年3月18日にご逝去されました。協会一同、謹んで哀悼の意を表します。


